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１ 概  況 

(1) 総 括 事 項 

 令和４年度の下水道事業については、上下水道ビジョン計画を推進するなかで、下水道

の使命である生活環境の改善、公共用水域の水質保全、浸水の防除に鋭意取り組むととも

に、人件費や支払利息等の管理経費節減を図るなど、経営の健全化に努めました。  

 上下水道事業に関連する民間の技術力を生かし、将来にわたる技術水準の確保と効率的

な業務の遂行に努めるため、下水道施設の維持管理や料金徴収業務において包括的業務委

託を引き続き実施しました。 

下水道施設整備事業では、公共下水道及び特定環境保全公共下水道整備を進め未普及地

域の解消を図るなか、下水道ストックマネジメント計画に基づき、市中心部における老朽

下水道管路の更新事業を進めるとともに、浸水対策として蓮花寺東雨水枝線整備事業、基

幹施設整備として、伏木浄化センターの沈砂処理設備改築工事や大井雨水ポンプ場の雨水

ポンプ改築工事などを実施しました。 

また、下水道事業の効率化を図るため、ＤＸの取り組みとして水位センサーを活用した

下水道管渠の不明水調査を実施しました。 

 

＜普 及 状 況＞ 

本年度末における処理区域面積は  4,543.69haで前年度に比べ 22.01haの増加。また、処

理区域内人口は 156,959人で前年度に比べ 1,127人減少し、普及率は 95.1％となりました。 

 

＜財 政 状 況＞ 

本年度の収益的収支については、事業収益 5,696,522,729円、事業費用  5,038,391,922

円で収支差引 658,130,807円の当年度純利益を計上しました。 

資本的収支については、資本的収入額 3,466,748,916円、資本的支出額  5,919,691,161

円で不足する額 2,452,942,245円は、減債積立金 657,976,558円、過年度分損益勘定留保

資金 587,265,349円、当年度分損益勘定留保資金  1,128,875,120円及び当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額  78,825,218円で補てんしました。 

 


